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■評価実施機関

■評価結果のまとめ・改善目標・工夫している点

満足度

実施期間 評価表回収率

保護者 Ｒ3.10～Ｒ4.10 80％（12人/15人）

スタッフ Ｒ3.10～Ｒ4.10

項目 評価結果のまとめ 改善目標・工夫している点

環境・体制整備

環境・設備等は「広い活動場所で、楽しくすごせているようです」との

意見をいただきました。
100%

環境については、個々の障害特性に合わせて、安心して過ごせることができ

るよう支援を行っています。ご本人様・ご家族様に安心していただけるような

支援を日々職員間で学んでいきます。

適切な支援の提供

関係機関や保護者との連携

放課後児童クラブや児童館、障害のない子どもと活動する機会に関

しては「わからない」「コロナ禍なので交流はできないのでは」との意見

をいただきました。
91%

コロナ禍の中、外出行事活動を自粛・制限する状況が続いております。施設内で楽しめる企画として、

季節の工作やクッキング、畑づくり等に取り組み、夏には「かも’Sキャンプ」として畑で採れた夏野菜でカ

レーライスを作ったり、秋には「ハッピーランチDay」としてテラスでお弁当を食べたり、ミニ運動会を楽しみ

ました。R4年1月より、LINEを導入し、保護者とのやり取りを行っています。

満足度

「職員の方々が明るく元気です」「楽しく通っています」「笑顔の写真

が見れて嬉しい」「一般のプールには連れて行くことが難しく、夏にプー

ルで遊ばせてもらい大変ありがたいです」等との意見をいただきました。
100%

身体障害・知的障害の個々の障害特性に応じて、個別の活動を行ったり、静かな環境を設定

したり、個々に合った活動をさせていただいております。今後も児童一人ひとりが「楽しい」と感じ

られるような支援を職員間で考えていきます。

保護者への説明責任等

保護者同士の連携の支援に関しては「わからない」「コロナ禍ででき

ない」との意見をいただきました。 80%

送迎時等、保護者の方とお会いする時間に、活動の様子をお話しさせていただいております。

限られた時間でのお話ですので、わかりやすくお伝えすることを心掛けております。また、保護者の

方より相談等を受けた際には、統一した支援ができるように各ご家庭との連携を大事にしており

ます。

非常時の対応

非常時のマニュアルに関しては「わからないです」「説明はあったかもし

れないですが、あまりわかってないです」との意見をいただきました。 50%

消防関係、防犯関係の緊急時の非常体制行動要領は作成されており、避難訓練も定期的

に実施しております。消防立ち会いのもと、避難訓練を行いました。防犯訓練についても研修を

実施し、職員間で必要な訓練を行いました。


